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図１ Aa菌JP２株のロイコトキシンプロモーターの特徴
JP２株はロイコトキシンのプロモーター領域に５３０bpの欠失があ
るため，欠失部位の外側を挟むプライマーを用いてPCR法で増幅
すると他のAa菌株（Y４，９７１０，OM，IDHなど）よりも５３０bp短い
増幅産物が得られる．
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歯周歯内治療学分野
Aggregatibacter actinomycetemcomitans（Aa）菌はグラ
ム陰性桿菌であり，侵襲性歯周炎の原因菌として注目さ
れてきた．侵襲性歯周炎とはこれまで若年性歯周炎，あ
るいは早期発症型歯周炎と呼ばれてきた若年期に発症す
る重度歯周炎であり，Aa菌だけでなく宿主の免疫機能
の欠陥が発症と進行に深く関わっていることが報告され
ている．
Aa菌の主要な病原因子としてロイコトキシン（Leu-
kotoxin）が存在する．ロイコトキシンはその名の通り
選択的にヒト白血球（Leukocyte）に傷害を与える毒素
（Toxin）である．Aa菌のロイコトキシン産生能は菌の
株によって異なり，侵襲性歯周炎患者から分離されたJP
２株はロイコトキシンのプロモーター領域に欠失がある
ことによってロイコトキシンを多量に産生する株として
知られている（図１）．Haubekらは歯周組織が健常な若
年者の縦断研究を行い，このJP２株が検出された被験者
では検出されなかった被験者よりも歯周炎を発症するリ
スクが１０倍以上高いことを報告した１）．このことからAa
菌のなかでもJP２株がとりわけ病原性が高いことが示唆
される．
このJP２株がどこで発生し，どのように伝播したかと
いうことについてHaubekらは世界中から集めたAa菌の
hemoglobin−binding proteinの変異を解析した結果に基づ
いて仮説を提唱している２）．それによるとAa菌のJP２株
は北アフリカで発生し，ヒトの移動とともにヨーロッパ
に拡散したと考えられている．また，アフリカ系アメリ
カ人には侵襲性歯周炎が多いことが知られているが，
Haubekらは奴隷貿易によってJP２株が伝播していった
ためアフリカ系アメリカ人でJP２株の保有率が高いこと
も，その一因であるとしている．しかし同時に彼らは現
在のグローバルな国際交流の中でもなお特定の人種でJP
２株の保有率が高いことから，宿主によってJP２株に感
染する感受性が異なる可能性も指摘している．このこと
は侵襲性歯周炎におけAa菌と宿主の免疫機能の関わり
について解明する鍵となる可能性がある．
我々は北海道医療大学歯科内科クリニックで分離され
たAa菌がJP２株と同様の変異をロイコトキシンプロモ
ーターに有することを見いだした．ヨーロッパやアメリ
カとは異なり，日本，中国，韓国など東アジアではこれ
までJP２株の報告はない．この株がアフリカから伝播し
たのか，あるいは独自に変異をとげた株であるのか，ま
たこのAa菌の感染は特定の宿主に限られているのか，
などについて現在検討を進めている．
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